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（１） 環境問題との出会い 

戦後高度経済成長と 4 大公害事件、深刻化した大気汚染や水質汚濁 
（２） 公害の経済学 

公害（Public Disruption）の定義。A.C.ピグーの外部不（負）経済。支払われない

費用。市場経済の失敗（Market Failure）。カップの社会的費用。 
（３） 都留重人教授の公害の政治経済学 

資本主義市場経済を価値面と素材面で捉えることの重要性を提起。制度派経済学と

市場経済における過剰生産・消費。費用・便益分析と公共投資 
（４） 公害対策の進展 

公害対策基本法の改正（1970 年）。OECD の PPP（1972 年）、日本型 PPP の国際

展開、公害健康被害補償法（1972 年）、公害防止条例と公害防止協定。循環型社会

への取り組み。環境基本法（1993 年）。EPR（拡大生産者責任） 
（５）社会資本、社会的共通資本、コモンズ 

公共信託財産としての自然環境。環境権。遅れた行政の取り組み。フローとストッ

ク。環境教育の重要性。企業の社会的責任（CSR）。サステイナブル社会への展望。 
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